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Ⅰ 検討の趣旨及び経緯 

   

  平成２１年４月に予定している須磨高等学校と神戸西高等学校の再編・統合について、平成１９年３月に策定した

「第三学区新構想高校基本計画」を具体化するため、学識経験者、市立高等学校長、須磨高等学校及び神戸西高等学

校の教員ほか市立高等学校教員並びに教育委員会事務局をもって構成する「第三学区新構想高校実施計画検討会」を

設置し、教育目標をはじめとする新構想高校の特色のある教育内容について検討を行った。 
  平成１９年９月には、須磨高等学校・神戸西高等学校及び他の市立高等学校教員の理解を得て「中間まとめ」を行

った。その後「中間まとめ」では検討していなかったキャリア教育や教育課程等の内容について、両校の教員や市立

高等学校長及び校長会からの推薦による市立高校の教員によって構成された１６部門の専門部会を設置し、半年間に

わたってそれぞれ検討を進めてきた。この度「中間まとめ」とその検討結果を加えて、第三学区新構想高校実施計画

検討会のまとめを行った。 
 

 

Ⅱ 検討内容 

 １ 教育目標 

 (1) 「充実したキャリア教育」について 

① ３年間系統立てた継続的なキャリア教育の取組み 

ａ 自己の進路を見つめ、学ぶ意欲の高揚と基礎学力の伸長につなげるために、１年次では「産業社会と人間

（２単位）」の時間に「キャリアプランニングⅠ」を設定する。前半でフューチャープラン（将来設計）

を作成するために、進路に向けた自己理解（進路適性検査）や職業調査、職業インタビュー（夏休み）を

行い、後半でフューチャープランを完成し、３年間を見通した２年次での選択科目を決定する。 

ｂ ２年次では１年次を引き継ぎ、自己の進路実現に向けて「総合的な学習の時間（１単位）」に「キャリア

プランニングⅡ」を設定する。前半で進路別進路学習や大学・企業訪問、社会体験をねらいとしたインタ

ーンシップ（夏休み）を行いキャリア教育の充実を図る。後半で３年次の選択科目の決定や３年次に実施

する「課題研究」に向けて準備としてのプレ課題研究を行う。 

ｃ ３年次ではキャリア教育の発展をねらいとして、「総合的な学習の時間（１単位）」を前半に集中させ「キ

ャリアプランニングⅢ」を設定し、各自のテーマに基づく課題研究を行い、問題解決能力やプレゼンテー

ション能力の育成を図る。 

ｄ このようなキャリア教育の中で、フューチャープランに沿った資格取得にも積極的に取り組む指導を行う。 

 

なお、１年次の「総合的な学習の時間（１単位）」には、「人間関係」を設定し、「豊かな心の育成」を行う。 

 

 

「産業社会と人間」と「総合的な学習の時間」の内容

時
数 内容

時
数 内容

時
数 内容

時
数 内容

時
数 内容

時
数 内容

キャリアプランニングⅠ
（産業社会と人間）
[1年次２単位]

2
自己理解・職
業調査・職業
インタビュー

2
フューチャープ
ラン完成・選択
科目決定等

キャリアプランニングⅡ・Ⅲ
（総合的な学習の時間）
[２･３年次で２単位]

1 インターン
シップ等

1
選択科目決
定・プレ課題
研究等

2 課題研究 2
自己の進路
に応じた他の
科目を選択

豊かな
心の育成

人間関係
（総合的な学習の時間）
〔１年次で１単位〕

1 人間関係 1 人間関係

※　この他　HR・授業・学校行事等も含めた中で系統的なキャリア教育や「豊かな心の育成」を実践

充実した
キャリア教育

教育目標 科目
前半 後半 前半 後半 前半

１年次 ２年次 ３年次
後半
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① キャリア教育の具体化 

 ○ キャリアプランニングⅠ  

テーマ 自己理解と職業理解

月 内容 備考

総合学科全体オリエンテーション 本校の教育システム全般を理解（初年度は校内でオリエンテーション）

キャリアプランニングオリエンテーション キャリア教育の意義を理解（ワークシート）

学習計画（Ⅰ） 「学ぶ」ことの意義を理解（ワークシート）

学力調査
（キャリアプランニング・人間関係・ＨＲの中で）「学力定着プラン」達成に係る入
学時学力の把握・少人数授業のクラス分け資料

自己肯定感の養成 「25歳の私から母校新入生への手紙」 (構成的グループエンカウンタ)

自己理解の促進 社会人講話（ワークシート）

生き方・働き方の探究 「生きる」、「働く」ことの意義を理解　（ワークシート）

進路適性分析 進路適性検査（アセスメントツール）

社会環境の探究 興味･関心にもとづいた学問領域、職業の実態を理解（ガイダンスツール）

職業インタビュー準備(Ⅰ) 仕事と資格の関係など働き方の理解(ワークシート)

進路環境説明会「希望につなげるために」
上級学校、公務員・企業就職、資格取得の道すじと意義を理解
社会人講師　（ワークシート）　　保護者参加

教育課程説明会（Ⅰ）
科目選択の方法と視点を理解
生徒・保護者

職業インタビュー準備(Ⅱ) 働く場の理解、職業・職場探索（ワークシート）

学習計画(Ⅱ) 長期休業中の学習方法を理解（ワークシート）

＜夏期休業＞

　　　・職業インタビュー

　　　・オープンキャンパス

　　　・福祉体験、ボランティア体験への参加

夏期課題クラス発表会

夏期課題年次発表会 前期プレゼンテーション・前期自己評価

教育課程説明会（Ⅱ） 生徒・保護者

全国模試（7月）の結果を基に自己分析 前期期末テストに向けてモチベーションを高揚

フューチャープラン作成（Ⅰ）～生き方の展望～ 職業生活への展望と上級学校で学ぶ意義を理解　　（ワークシート）

フューチャープラン作成（Ⅱ）～実現への道筋～
系統別ガイダンス（外部講師群）
学問･学科研究

フューチャープラン作成（Ⅲ）～人生設計の具体化～ 説明（ワークシート）

カリキュラム作成(Ⅰ) 教科別相談会①

カリキュラム作成(Ⅱ) 教科別相談会②　（調査シートチェック）

カリキュラム作成(Ⅲ) 科目選択最終決定

フューチャープラン作成(Ⅳ)～まとめ～

フューチャープランクラス発表 プレゼンテーション技術を養成　他者理解

フューチャープラン年次発表　(総合学科発表会)
後期プレゼンテーション集大成
　（職業インタビュー・ボランティア体験・福祉体験・フューチャープラン等）

ディベート体験（Ⅰ）～準備～ クラス毎にテーマ設定・班分け　（ワークシート）

ディベート体験（Ⅲ）～発展実践～ クラス毎に班対抗のディベートを実施

「キャリアプランニングⅠ」のまとめ 後期自己評価、アンケート、２年次の目標設定等

キャリアプランニングⅠ　　（１年次　通年週２時間）

アセスメントツール(エゴグラム)
交流分析

後期中間考査（12月中旬）

進路環境の理解と適性の認知

 前期中間考査（6月中旬）

自己分析

4月

自
己
理
解
・
職
業
調
査
・
職
業
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー

等

10月

5月

8月

9月

1月

11月

12月

6月

7月

フ

ュ
ー

チ
ャ
ー

プ
ラ
ン
完
成
・
選
択
科
目
決
定
・

デ
ィ
ベ
ー

ト
・
総
合
学
科
発
表
会
等

前期期末考査（9月下旬～10月上旬）

3月

2月

 後期期末考査（3月上旬）

三者懇談

ディベート体験（Ⅱ）～基礎実践～ クラス毎に班対抗のディベートを実施

◎「キャリアプランニング」としての連携（外部講師）の考え方
＜生徒向け＞
　職業理解のための社会人講師 ： キャリアアドバイザリーボード、卒業生、その他
　学問分野理解のための社会人講師 ： 近隣大学・包括協定校の大学・専門学校講
師、その他
＜教員向け＞
　カウンセリング研修講師 ： 指導主事、スクールカウンセラー、その他
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○ キャリアプランニングⅡ 

テーマ 職業理解の深化と課題研究の理解

月 内容 備考

オリエンテーション 1年次フューチャープランの確認、内容説明

進路学習（職業） 具体的進路先を提示し、職業研究とアンケートを実施（キャリアセンターが担当）

職業研究・グループ分け 興味ある職業に応じたグループに分かれて

職業理解講話 職業ごとの社会人による講話（地域・保護者・ＯＢなどに依頼）

グループ研究(Ⅰ) 企業研究スタート

グループ研究(Ⅱ) アポイントの取り方や電話のかけ方を指導

 進路学習（上級学校） 学問系統別上級学校説明（キャリアセンターor大学などで）

グループ研究(Ⅲ) インターンシップ先決定

グループ研究(Ⅳ) インターンシップ先研究

グループ研究(Ⅴ) マナー指導、インターンシップ計画書提出

8月 インターンシップ

報告・発表準備(Ⅰ) インターンシップ報告書作成

報告・発表準備(Ⅱ) インターンシップ報告書作成

グループごとに発表

全体発表会

まとめ、自己評価・感想

オリエンテーション 内容説明、課題ﾃｰﾏ提示・説明（テーマは各教科から提示）

課題研究テーマ選択、グループ分け グループ内係分担、計画書作成

カリキュラム作成(Ⅰ) 科目説明

カリキュラム作成(Ⅱ) 教科別相談会①

カリキュラム作成(Ⅲ) 教科別相談会②　（調査シートチェック）

カリキュラム作成(Ⅳ) 科目選択最終決定

 12月 課題研究、発表準備(Ⅰ)

課題研究、発表準備(Ⅱ)

課題研究、発表準備(Ⅲ)

中間報告

課題研究、発表準備(Ⅳ)

課題研究、発表準備(Ⅴ)

課題研究クラス発表

課題研究全体発表（総合学科発表会）

 3月 まとめ、自己評価・感想 春休みに向けて、次年度の予定

キャリアプランニングⅡ　　（２年次　通年週１時間）

イ
ン
タ
ー

ン
シ

ッ
プ
等

選
択
科
目
決
定
・
プ
レ
課
題
研
究
等

10月

7月

9月

4月

5月

6月

1月

2月

11月
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○ キャリアプランニングⅢ 

テーマ 課題研究の実践

月 内容 備考

オリエンテーション
内容説明、テーマ例示、調査・研究方法（自己の進路・興味関心に関連する課
題）

後期の科目選択説明 後期の講座説明、講座選択アンケート実施

進路講話 「人生のあり方、生き方」をテ－マとする

テーマ選定、計画書作成 テーマを選び、内容や予定などを報告

課題研究、発表準備(Ⅰ)

課題研究、発表準備(Ⅱ)

課題研究、発表準備(Ⅲ)

課題研究、発表準備(Ⅳ)

クラス内中間発表会

課題研究、発表準備(Ⅴ)

課題研究、発表準備(Ⅵ) 夏休みの過ごし方

8月

課題研究、発表準備(Ⅶ)

課題研究クラス発表(Ⅰ)

課題研究クラス発表(Ⅱ)

課題研究全体発表(総合学科発表会)

 10月 まとめ、自己評価・感想

9月

キャリアプランニングⅢ　　（３年次　前期週２時間）

4月

課
題
研
究

5月

6月

7月

 

 
③ キャリア教育推進体制 

ａ 今までの進路指導部を発展させた組織「キャリアセンター」を新たに設置し、従来の進路指導における出

口指導に止まらず、キャリア教育や連携教育、学力向上、資格取得、「産業社会と人間」及び「総合的な

学習の時間」の企画運営等を行う学校の中心部署として位置付ける。 

ｂ キャリアセンターには、キャリアセンター長（副校長・教頭）、チーフアドバイザー、キャリアアドバイ

ザー（進路指導のベテラン教員）及び年次主任を配置し、進路指導の窓口となる学級担任を支援する。 

ｃ 「キャリアアドバイザリーボード」はスーパーバイザー（例：大学、企業などから数名）で構成され、キ

ャリアセンターに対し定期的にキャリア教育に関するアドバイスを行う。 

ｄ 「キャリア委員会」はキャリアセンターの構成員と学校マネジメント委員会の委員とで構成される会で、

年次団及び各部からの意見を反映させるとともに、キャリアセンターが企画・立案したものを確認し、各

部・年次に周知する。 
 
 
       

報告

キャリアアドバイザー

キャリアセンター長

キャリアセンター

担 任
年次主任

副担任 

生徒・保護者

情
報
提
供

担任からの支援要請により

キャリアアドバイザーが直接

生徒を指導 

キャリアアドバイザリーボード 
アドバイス

キャリア委員会 

年次団 

支
援
要
請

担
任
支
援

相
談 

指
導 

チーフアドバイザー
意見 

確認 

年次主任 
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(2) 「徹底した学力の伸長」について      

   ① 生徒それぞれの進路希望を実現させることを目的とする学力伸長へ向けた取組み 

ａ 入学時学力調査により生徒の学力を把握し、基礎学力の充実に向けた「国語・数学・英語」の増単や少人
数授業の実施により、２年次までに成績上位者の伸長と下位者の平均ラインへの引き上げを行う。 

ｂ 「徹底した学力の伸長」に向けた７時間目授業を週４回実施する。なお、実施に当たっては生徒及び教員
への負担や部活動への配慮を行う。 

ｃ 半期ごとに目標を定めた学習指導を行う。 

ｄ 進路実現に向けた少人数授業を実施する。 

ｅ ２年次以降の科目選択（時間割作成）において、生徒がイメージできる進路別の時間割モデルを提示する。 

ｆ 「朝の読書または朝の学習（10～15分）」を実施する。 

ｇ 始業前と放課後の補習、長期休業中の補習と勉強合宿、自習室の放課後開放を行う。 

ｈ 土曜講座を開設する。 

  

前期 後期 前期 後期 前期 後期

　　　　※ａ

　　　　※ｂ

入学時
基本ライン

「徹底した学力の伸長」に向けた７時間目授業の実施

「学力定着プラン」　････ 学力定着に向けた３年間の流れ

朝の読書（落ち着いた雰囲気を作り出し、読解力をつける） 朝の学習（進路実現に向けて、学習習慣をつける）

1年次 2年次 3年次

※ａは入学時、学力が平均を上回っている生徒の成長ライン ※ｂは入学時、学力が平均を下回っている生徒の成長ライン

土曜講座の設置（基礎・補充・発展講座など）

始業前と放課後の補習・長期休業中の補習と勉強合宿・自習室の放課後開放

発展講座

基礎学力確認 基礎学力充実 基礎学力伸長 学力の充実 学力の発展 進路実現

補充講座の設置

発展講座の設置 進路別講座の
複数設置

　基礎講座

国・数・英における少人数授業の実施

進路実現に向けた少人数授業の実施

学力調査 学力調査 学力調査

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

② 学力伸長の具体化 

ａ １年次  

・ 国語は「国語総合」を１単位増単して５単位とする。 

・ 数学は「数学Ⅰ」３単位に「数学Ａ」２単位を加えて５単位とする。 

・ 英語は「英語Ⅰ」を１単位増単した４単位に「オーラルコミュニケーションⅠ」２単位を加えて６単位
とする。 

ｂ ２年次 

・ 国語は「現代文」２単位を設定する。 

・ 英語は「英語Ⅱ」４単位を設定する。 

ｃ ３年次 

・ 国語は「現代文」３単位を設定する。 

※ 教育課程の詳細は「３ 教育課程」参照。 
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(3) 「積極的な地域連携」について 

   

       ① 連携教育の取組み 

体験的学習や実習により、コミュニケーション能力や実践力を養うことを目的として、地域及び近隣教育機

関、企業等との連携に積極的に取組み、継続性のある教育活動を行う。 

       
 

第三学区新構想高校における地域連携プラン 

  
第

三

学

区

新

構

想

高

校 

地域 
・ 

地域各種施設 

保育所・幼稚園・ 
小学校・中学校・高校 

青陽中養護学校 
 (仮称) 

企業等 

近隣各種福祉施設 

兵庫教育大学

包括協定 
締結大学

近隣大学 

神戸市 
外国語大学

大 学 
 
 
 
 
 
 
 

    

 

 

② 連携教育の具体化 

種　別 連携先 連携内容

○特色ある授業展開

兵庫教育大学 「学びの接続」を視野に入れた授業連携

神戸市外国語大学 　例）・「教育・人間」科目群における兵庫教育大学等からの講師派遣

包括協定締結大学 　　　・英語・アジア系言語科目における神戸市外国語大学からの講師派遣

大　学 近隣大学　等 　  　 ・法学・経済・経営・社会学・観光学分野等での大学教員と連携した計画的な授業展開

○公務員講座や各種資格取得のための課外講座への専門学校等からの講師派遣

（短大・専門学校 ○大学訪問・体験講座・進路系統別講演会等の実施

を含む） ○大学入学前プログラムの高大共同開発・実施

○学校インターンシップ学生の受入

○福祉科・情報科の教育実習の受入

○大学のリメディアル教育への高校教員の派遣

  例）高大連携講座への英国数理等基礎講座を提供

高　校 市立各高等学校 ○市高ディベート大会・プレゼン大会の企画運営・実施

○看護・福祉系進学希望者の体験活動

○各種行事における交流

○連携授業の実施

○中高教員の連携・交流

・学習内容研究を行い、中高間での教科毎の接続を検証

・授業交流（公開・出張授業）

○中学校での進路に関するプレゼン

・出身中学校で生徒がプレゼンを実施、教師が補完

・保護者、教員を対象とした高校教員による講演会

　例）高校教育改革の現状説明、大学関連の講演会

○学校公開授業体験プログラムの実施

○部活動合同練習会の実施

○行事等の準備補助・参加

○教育・人間科目群の科目における実習（小学校・幼稚園・保育所）

○高等学校学校行事への招待

○幼児教育・初等教育・福祉系進学希望者の体験活動

○合同地域清掃活動

幼稚園 ○特別支援を要する児童・園児の支援補助

保育所 ○小学校保護者・教員対象の説明会・講演会等の実施

自治会・老人会 　例）「最近の高校について」のテーマでの講演会

子ども会・NPO　等

特別養護老人ホーム ○福祉・健康科目群の科目における実習

身体障がい者療護施設 ○長期休業中のワークキャンプ

身障者授産施設  等 ○定期的な施設訪問

○職場インターンシップの実施

○キャリアプランニング等における講演会・ワークショップ

近隣地域

小学校

各種施設

企　業 近隣各企業

養護学校 青陽中養護学校（仮称）

中学校 近隣中学校

 

- 6 - 



 (4) 「豊かな心の育成」について 

   ① 「豊かな心の育成」の取組み 

ａ １年次「総合的な学習の時間（１単位）」で、ワークショップや探求的な学習を主とする「人間関係」の授
業を実施することにより、福祉マインド、規範意識、コミュニケーション能力等の育成を図る。 

ｂ ２年次３年次では、ＨＲ、授業、学校行事、「キャリアプランニングⅡ・Ⅲ」の中でも「豊かな心の育成」
を図る。 

ｃ 地域社会での福祉活動やボランティア活動を学校を挙げて実践する。 

   ② 「豊かな心の育成」の具体化 

ａ 年間プログラムの編成は、「キャリアプラニングⅠ」の指導計画と関連づける。 

ｂ 青陽中養護学校（仮称）との連携は、日常の教育活動全体の中で実施する。 

ｃ 年次単位での講演会は、地域や保護者へも参加を呼びかける。 

ｄ 福祉理解のプログラムについては、「キャリアプランニングⅠ」やＨＲを含め週４時間の中で配置する。 
 

 
月 分類 項　　目 ねらい 授業形態

4 基本方針

「人間関係につい
て、なぜ、学校は
もっと教えないのだ
ろうか」

（1）人間関係のしくみや心理を知ることが役に立つことを知る。
　・無知による無用なトラブルを減らすことができる。
　・積極的に人との対応（かかわり）を持つことができるようになる
　・自分を素直に表現できるようにする
　・無用な恥ずかしさを減らすことができる
　・人前での緊張感をコントロールできるようにする
　・コミュニケーション能力を高めることができる
　・お互いに分かり合える人間関係を築くことができる
（2）「人間関係」は人が生きていくうえで大切なことであることを認識させる。
　・人間関係がうまくいくと毎日が楽しい、しあわせを感じることができる。
　・人間関係をうまく築くにはどうしたらいいのかを考える。

演習・グループ
活動

自分を見つめる
私に気づいています
か--自分を見つめ直
してみましょう

自己の個性や能力についての理解を深め他者の個性や能力の多様性を認識させ、自己を
高めようとする意欲と態度を養う。

学級単位での演
習形式

自分を見つめる
友達を作りにくいタ
イプはあるのか－私
はどんな性格か－

自分の性格を把握して、友達作りを考える 演習・個人

いじめ
「いじめ」のない学
級･学校作り

「いじめ」はその方法や理由に関係なく相手の人権を侵す行為である。教育の場である
学校の中で「いじめ」があるとすれば、それは被害者にとって苦痛の場になってしま
う。学級・学校という集団の中で、だれもが居心地よくすごせるようにするためには、
どうしたらよいか考えさせクラスメートの個性や能力の多様性を認識させ、学級の和づ
くりの意欲と態度を養う。

演習

あいさつは人間関係
の入口である

あいさつの大切さを学び、実行できるようにする。
演習・個人or
グループ

礼儀、この大切なこ
と　－人を大切にす
る気持ち。人を尊敬
する気持ち－

あいさつが人間関係で大切であることを学ぶ 全員一斉

人に好かれるための
27の条件

人に嫌われる25の条
件

福祉理解
ユニバーサルデザイ
ンの推進運動を知る

障がいのある人、老人、日本語がわからない(字が読めない)人が街に出たとき、数多く
の障壁がある。そのためにユニバーサルデザインが考えられ、ものづくり、まちや建物
づくり、しくみづくりなどで、だれもが暮らしやすい社会となるために進められている
運動であることを理解し、相手の立場に立った見方ができる力を培う。

全員一斉

福祉理解
ボランティア活動の
姿勢と意義

人間関係のコツ

人は見かけによらぬ
もの　－表面に見え
るものがその人のす
べてではない－

表面に見えるものがその人のすべてではないと知っておくこと
演習・個人orグ
ループ

自分を見つめる しあわせ観
しあわせ観は人それぞれであることを知る。
誰からも批判されず受け入れてもらえることの心地よさを感じる。
グループで話し合うときのマナーを習得

個人+グループ学
習

いじめ
携帯電話モラル
（ネット被害）

高校生が被害者・加害者になるネット上でのトラブルが増えている。高校生の携帯電話
所持率95％（H19,県教育委員会）の状況で、誰もが被害者または加害者になりうる。特
にネット上での問題について、トラブルの具体例、ネット社会のモラル、被害にあった
ときの対処等を学ぶ。

全員一斉

円滑な人間関係を作るために必要なことは何かを確認する。 演習・個人

礼儀・マナー

人間関係で大事
なこと

9

5

6

7
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 月 分類 項　　目 ねらい 授業形態

男女交際
｢デートＤＶ・セクハ
ラ｣防止講座

セクハラや交際相手からの暴力であるデートＤＶについて学び、相手の人格を尊重
することの重要性を理解するとともに、受けたときの対応、相談窓口などを学ぶ。

全員一斉

人間について
パラダイムとは何かー
自分を制限する考え方
を知るー

自分にとって当たり前になっている固定化したものの見方・考え方（パラダイム）
を知る。パラダイムは人・家族・社会・人種・民族で異なり、行動の原因になって
いる。そこから人種差別・地域紛争まで引き起こす源になっていることを知る。

HRでの講義形式

コミュニケー
ション

さわやかな「自己表
現」････「わたしも
OK、あなたもOK」、そ
んなさわやかな友人関
係を考えてみましょう
－アサーション・ト
レーニング－

相互尊重の精神に根ざして人間関係をより積極的、主体的なものにし、自他を生か
す実践的な能力と態度を育てる。

個人+グループ学
習

自分を見つめる
私が大切にしたいも
の・・・大切にしたい
ものは何ですか？

自己の価値観を見つめるとともに、多様な価値観の存在に気付くことを通して、主
体的で自立的な生き方をしようとする意欲をたかめる。

演習

人間関係で大事
なこと

約束を破れば、かけが
えのない信頼を失う

人間関係は信頼の上に成り立っていることを確認する。 演習・個人

いじめ
インターネット・ブロ
グへの落書き、いたず
らの防止

学校や家庭・個人にまで普及している便利で無限の可能性を秘めているインター
ネット。しかし、使い方を誤ってしまうと個人情報が流出したり、他人を誹謗・中
傷するような内容を瞬時に誰からも見られるようにしてしまう怖さもある。イン
ターネット社会では、その危険性を認識し、正しい利用のあり方を考えるととも
に、私たちが日常何気なく発したり、耳にする陰口、噂話が、知らず知らずのうち
に人権を侵害していることに気付かせる。

全員一斉

福祉理解
生命の歴史から障がい
はなぜ起こるか

12 福祉理解 聴覚障がい者の生き方

自分を見つめる

君は自分を「どんな人
間」だと思っています
か　－もっと自分を知
ろう。もっと自信に満
ちた生き方をするため
に－

もっと自信に満ちた生き方をするために、世界に一人しかいない自分のことを知
る。

教室で講義形式+
グループも可

生きる力

自分の歩みたい人生を
歩んでいるか。人に好
かれようと思って、人
に合わせる人生ばかり
を歩んでいてはもった
いない。

自分の歩みたい人生を歩んでいるか。人生を楽しんでいるかを考えてみる。 全体

礼儀・マナー
相手に敬意を払う《人
に恥をかかせる》

教材を材料にして話し合うことで相手の気持ちを考えた言葉遣いができるようにす
る。  マナーについて考え、自分の行動を振り返る。

グループ学習

人間関係のコツ

賢い利己主義者になろ
う－ギブ・アンド・テ
イクの関係、相手の気
持ちを共有できる人、
相手の利益を考慮でき
る人－

  ギブ・アンド・テイクの関係を考えて行動することを意識させる。　 演習・個人

人間について

「ゼウスと人間」より
－人間は理性という力
をもらった動物、学習
できる脳をもらった動
物－

人には理性という力があり、学習することにより役に立つようになることを童話か
ら学ぶ。

教室で講義形式+
グループも可

人間関係で大事
なこと

自分がされたくないこ
とは、人に対してもす
るべきではない

（1）相手の気持ちを考えた行動をすること。
（2）自分の行動を相手がどう思うかということを意識させる。 演習・個人

コミュニケー
ション

もしもあなたが親なら
--20数年後あなたが親
ならどんな対応をしま
すか

それぞれの成長段階における自己の役割と自立に伴う自己責任の重要性についての
自覚を深め、自立への意欲と態度を養う。また、親子のコミュニケーションの大切
さにも気付かせる。

ロールプレイン
グ形式

福祉理解 ピアカウンセリング
ピアカウンセラーの指導により仲間としての意識を深め、共有する問題点の克服を
めざす。

全員or複数クラ
スor単独クラス

10

3

2

1

11
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２ 科目群（系列） 

   

  (1) 科目群の考え方 

 

新構想高校では、生徒が科目選択を行う際に目安となる５つの科目群を設ける。自己のキャリアとつながった

科目選択になるよう担任とキャリアセンターとで丁寧な指導を行う。 

 

注 1）総合学科では、生徒の個性を尊重し生徒の興味・関心や進路希望にそって、専門科目（専門学科で学習す

る科目）を含む多様な科目群の中から自由に科目を選択して自分の時間割を作ることができる。 

注 2）科目群とは、体系性や専門性等の学問領域において、関連する科目の集まりを指す。例えば「類型」のよ

うに、そこに所属し、その「類型」に設定されている科目だけから選択を行うものではない。 

 

 

(2) 科目群の具体化 

 

 科目群 学問領域 選択科目の例 

国際・文化 

言語を通した異文化理解や

国際理解、日本語、歴史、

地理、社会、経済等 

日本紹介、総合英語研究Ａ、初級中国語、古典、

国語表現Ⅰ、国際交流史、世界史Ｂ研究Ⅰ、国際

関係学、政治・経済、公民科目研究等 

科学・環境 
理学、工学、数学、自然環

境や生活環境、医薬看護等 

基本数学ⅠＡ、数学Ⅱ、数学ⅡＢ探究、数学Ⅲ、

実用数学、物理Ⅰ、生物Ⅰ、化学Ⅱ、地球環境、

自然科学史、生活理科、実用生物、化学Ⅰ実験・

研究等 

福祉・健康 
社会福祉、介護福祉、医療

福祉、保育、体育、栄養等 

社会福祉基礎、基礎介護、福祉住環境、競技スポ

ーツ、専門スポーツ、リハビリテーション論、発

達と保育、食文化、スポーツ栄養、乳幼児理解等

経営・情報 

経済、経営、観光、起業、

マルチメディア、情報処理

等 

簿記、会計、マーケティング、経済活動と法、情

報処理、ビジネス情報、観光基礎、アルゴリズム、

ネットワークシステム、マルチメディア表現等 

教育・人間 
幼児教育、初・中等教育、

特別支援教育等 

教育入門・体験、学内教育実習プログラム、教育

問題の理解と発信、音楽Ⅱ、美術Ⅱ、ソルフェー

ジュⅠ、絵画、硬筆の書、筆の書、総合造形等 
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３ 教育課程 

(1) 必履修科目と学校指定必履修科目 

① 週時程 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34

前
期

後
期

前
期

後
期

前
期

後
期

必履修科目と学校指定必履修科目

各自のキャリア選択に基づく選択科目

※英語Ⅱ 保
健

理科

ｷｬﾘｱﾌﾟﾗ
ﾝﾆﾝｸﾞⅢ

地歴Ａ体育※現代文 ２５単位　（各自のキャリア選択に基づく選択科目）

１
年
次

国語総合
（１単位増単）

現代社会
英語Ⅰ

（１単位増単）

※ｵｰﾗ
ﾙ･ｺﾐｭﾆ
ｹｰｼｮﾝ

Ⅰ

数学Ⅰ ※数学Ａ
理科総

合A
体育

Ｌ
Ｈ
Ｒ

２
年
次

地歴

家庭
基礎

Ｌ
Ｈ
Ｒ

情報C

人
間
関
係

ｷｬﾘｱﾌﾟﾗ
ﾝﾆﾝｸﾞⅠ

保
健

音楽Ⅰ
美術Ⅰ
書道Ⅰ

Ｌ
Ｈ
Ｒ

１８単位　（各自のキャリア選択に基づく選択科目）

３
年
次

ｷｬﾘ
ｱﾌﾟ
ﾗﾝﾆ
ﾝｸﾞ
Ⅱ

体育
※現代

文

 
 

 

 

注1）２年次の理科は、「理科総合Ｂ」又は「理科Ⅰ（「物理Ⅰ」「生物Ⅰ」「化学Ⅰ」地学Ⅰ」）」。 

ただし、「理科Ⅰ」を選択する場合は選択枠からの２単位をあわせて４単位とする。 

注2）２年次の地歴は、「地歴Ａ（「世界史Ａ」「日本史Ａ」「地理Ａ」）」又は「地歴Ｂ（「世界史Ｂ」

「日本史Ｂ」「地理Ｂ」）」。 

ただし、「地歴Ｂ」を選択する場合は選択枠からの２単位をあわせて４単位とする。 
注３）※印の科目は、学校指定必履修科目を示す。 

② 教育課程 

標
準
単
位
数

１
年
次

２
年
次

３
年
次

合
　
計

国 語 総 合 4 5
現 代 文 4 2 3
世 界 史 Ａ 2 ●2 ○2
世 界 史 Ｂ 4 ●4
日 本 史 Ａ 2 ●2 ○2
日 本 史 Ｂ 4 ●4
地 理 Ａ 2 ●2 ○2
地 理 Ｂ 4 ●4

公 　 　　民 現 代 社 会 2 2 2
数 学 Ⅰ 3 3
数 学 Ａ 2 2
理 科 総 合 Ａ 2 2
理 科 総 合 Ｂ 2 ▼2
物 理 Ⅰ 3 ▼4
化 学 Ⅰ 3 ▼4
生 物 Ⅰ 3 ▼4
地 学 Ⅰ 3 ▼4
体 育 7～8 3 3 2
保 健 2 1 1
音 楽 Ⅰ 2 ※2
美 術 Ⅰ 2 ※2
書 道 Ⅰ 2 ※2
英 語 Ⅰ 3 4
英 語 Ⅱ 4 4
ｵ ｰ ﾗ ﾙ ･ ｺ ﾐ ｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝ Ⅰ 2 2

家   　　庭 家 庭 基 礎 2 2 2
情　 　　報 情 報 Ｃ 2 2 2

計 30 32 32 94
産業社会と人間 キャリアプランニングⅠ 2 2 2

人 間 関 係 1 1
キャリアプランニングⅡ 1 1
キャリアプランニングⅢ 1 1

特 別 活 動 ホ ー ム ル ー ム 1 1 1 3
(1) (1) (1) (2)
34 34 34 102

※を付した３科目の中から１科目選択
●を付した６科目の中から１科目選択 ▼を付した５科目の中から１科目選択
○を付した３科目の中から１科目選択
２年次あるいは３年次で世界史は必履修（３年次はＡのみ）

合          計

総合的な学習
の時間

3

選 択 科 目

 ボランティア（学校外の学修）

芸     　術 2

14～18 25 39～43

外  国   語 10

4～6理   　　科

保 健 体 育 10

教科・科目

数   　　学 5

地理 ・ 歴史 4～6

国   　　語 10
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   (2) 選択科目       

下記の表は便宜上教科別に表記しているが、科目群は関連する科目の集まりであり、自己のキャリア選択に応じ

て複数の科目群から自由に科目を選択できる。 

２年次 ２・３年次

  古典①(2) 　 国語表現Ⅰ(2)    古典②(2) ◎現代文探究B(2)
◎現代文探究A(2) ◎自己表現(2) 　 古典探究Ⅱ(2)
　 古典探究Ⅰ(2) ◎日本文学史(2) ◎漢文探究(1) 文学

◎漢字文化(1) 語学

◎人物史(2) 　 世史Ｂ・日史Ｂ・地理Ｂ研究Ⅰ(2) ◎国際交流史(2) 社会学

◎フィールドワーク(2) 　 世史Ｂ・日史Ｂ・地理Ｂ研究Ⅱ(2) ◎史料講読(2) 法律

　 世界史Ｂ(4) 経済

　 日本史Ｂ(4) 教育

　 地理Ｂ(4) ◎文化史(2) ◎地歴研究(1) 地理

　 政治・経済(2) 　 公民科目研究(2) ◎市民生活学(1) 歴史等

　 倫理(2) ◎時事問題(2)
◎国際関係学(2) ◎経済問題(2)
◎コミュニカティヴイングリッシュA(2) 　 異文化理解(2) 　 リーディング(4) ◎発展英語(1)
◎英語読解研究A(2) ◎日本紹介(2) ◎コミュニカティヴイングリッシュB(2)
◎総合英語研究A(2) ◎通訳英語研究(2) ◎英語読解研究B(2)
◎スタンダードライティング(2) ◎初級ハングル(2) ◎総合英語研究B(2)

◎初級中国語(2) ◎アドバンストライティング(2)
　 数学Ｂ(2) 　 数学Ⅲ(4) ◎数学ⅠＡ探究(2)
　 数学Ⅱ(4) 　 数学Ｃ(2) ◎数学ⅡＢ探究(2) 理工

◎基本数学ⅠＡ(2) ◎実用数学(2) ◎数学探究(1) 医学

◎発展数学ⅠＡ(2) ◎教養数学(2) 農学

　 物理Ⅰ(4) 　 物理Ⅱ(4) 　 物理Ⅰ実験・研究(2) 教育

　 化学Ⅰ(4) 　 化学Ⅱ(4) 　 化学Ⅰ実験・研究(2) 薬学

　 生物Ⅰ(4) 　 生物Ⅱ(4) 　 生物Ⅰ実験・研究(2) 看護

　 地学Ⅰ(4) 　 地学Ⅱ(4) 　 地学Ⅰ実験・研究(2) 栄養

◎地球環境(2)  ◎実用生物(1) 医療技術等

◎自然科学史(2)
◎生活理科(2)

◎競技スポーツ(2) ◎専門スポーツ(2)
◎健康スポーツ(2) ◎福祉スポーツ(2)
◎個人スポーツ(2) ◎生涯スポーツ(2) 体育

◎集団スポーツ(2) ◎リハビリテーション論(2) 教育

　 発達と保育(2) 　 食文化(2) 栄養

　 生活環境(2) ◎乳幼児理解(2) 社会福祉

　 フードデザイン(2) ◎ソーイング(1) 介護福祉等

◎スポーツ栄養(2)
　 社会福祉基礎(2) 　 基礎介護(2)
　 社会福祉援助技術(2) 　　　

◎福祉住環境(2)
◎ボランティアリーダー論(2)
◎福祉レクリエーション学(2)

　 情報産業と社会(2) 　 コンピュータデザイン(2)    ネットワークシステム②(2)
　 情報と表現(2)    マルチメディア表現②(2)
　 アルゴリズム(2) マルチメディア

　 情報システムの開発(2) 情報　　　

   ネットワークシステム①(2) 経済

　 図形と画像の処理(4) 経営

   マルチメディア表現①(２) 観光

　 簿記(4) 　 商品と流通(2) 　 会計(4) 教育

　 原価計算(4) 　 マーケティング(2) 　 課題研究(2) 税務

　 情報処理(4) 　 経済活動と法(2) 　 プログラミング(2) 起業等

　 ビジネス情報(4) 　 文書デザイン(2)
◎観光基礎(2) ◎旅行業務(2)
　 音楽Ⅱ(2)     ソルフェージュⅠ(2) 　 ソルフェージュⅡ(2) ◎音楽の歴史(1)
　 美術Ⅱ(2)     ビジュアルデザイン(2) 　 器楽(2) ◎デッサン(1)
　 書道Ⅱ(2)     絵画(2) ◎筆の書(2) ◎硬筆の書(1) 幼児教育

◎実用の書(2) 初等・中等教育

◎総合造形(2) 特別支援教育等

◎教育入門・体験(2) ◎教育問題の理解と発信(2)
◎学内教育実習プログラム(2) ◎教育の探求(2)

教育・人間

保健体育

情報

経営・情報

芸術

教育

家庭

商業

－
福祉・健康

福祉 －

科目群 教科

国際・文化

進路の方向性
選択科目

国語

地歴 －

３年次

－

科学・環境

公民

外国語

数学

－

理科 －

－

－

 

 注）①及び②を付した科目（「古典」・「ネットワークシステム」・「マルチメディア表現」）は両方を履修すること。 

◎は学校設定科目、( )内の数は単位数を表示している。選択条件の詳細についてはシラバスを参照。 

 

４ 二学期制 

(1) 二学期制の考え方 

   新構想高校では二学期制を導入し、多様な教育課程の編成や授業時数の確保により、学習の充実を目指す。 

(2) 二学期制の具体化 

① 半期認定科目を設定する。 
② 前期の終わりを１０月の第２月曜日とし後期の始まりを１０月の第２月曜日の翌日とする。 
③ 三学期制と比べて定期考査が１回少ないので、学力定着のための工夫を行う。 
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５ 学校運営 

(1) 学校運営の考え方 

「学校マネジメント委員会」を設置し、効率的でかつ改革に意欲的な学校運営を目指す。また、校務運営組織

に「キャリアセンター」、「キャリア委員会」及び「キャリアアドバイザリーボード」を設置し、キャリア教育

の充実に取り組む。 
 

(2) 学校運営の具体化 

キャリア委員会

キャリアセンター

キャリアアドバイザリーボード

校　　　長

副校長・教頭 事務室・管理員室事務長

職員会議学校マネジメント委員会

・
庶
務
部

・
教
務
部

（
シ

ス

テ

ム

管

理

・

教

育

実

習

含

む

）

・
生
徒
指
導
部

（
ス

ク
ー

ル

カ

ウ

ン

セ

ラ
ー

含

む

）

・
広
報
研
修
部

・
年
次
団

（
キ

ャ
リ

ア

セ

ン

タ
ー

・

庶

務

部

・

教

務

部

・

　

　

　

　

　

　

生

徒

指

導

部

・

広

報

研

修

部

の

担

当

を

含

む

）

　

　

　

　

　

（
キ

ャ
リ

ア

セ

ン

タ
ー

担

当

は

年

次

主

任

と

す

る

）

・
教
育
課
程
委
員
会

（
教

科

主

任

会

含

む

）

・
人
権
・
U
D
委
員
会

・
予
算
委
員
会

・
学
校
衛
生
委
員
会

・
食
堂
委
員
会

・
図
書
室
委
員
会

・学校評議員会
・学校関係者評価（外部評価）委員会

　・ＰＴＡ
　・同窓会
　・後援会

　　学校マネジメント委員会

＜委　　員＞　校長　副校長　事務長　教頭　チーフアドバイザー　庶務部長　教務部長　生徒指導部長　広報研修部長　年次主任

＜職務内容＞

　☆学校マネジメントプランの策定

　☆学校マネジメントに関する立案・計画と各部・年次への周知

  ☆学校評議員会・学校関係者評価（外部評価）委員会の運営

  ☆キャリア委員会の委員を兼務

　　キャリアセンター
＜構　　成＞　　キャリアセンター長（副校長・教頭）

　　　　　　　　チーフアドバイザー

　キャリアアドバイザー（下記担当から数名）

　年次主任

 「キャリアプランニング」担当

 「人間関係」担当

担当   連携担当（大学からのインターンシップ含む）

  進学担当（資格取得・補習等含む）

　就職担当（資格取得・補習等含む）

  人権担当 

＜職務内容＞

  ☆キャリアアドバイス、進学・就職指導

  ☆キャリア教育及びキャリア教育に関するHR・学校行事等企画運営

　☆「キャリアプランニングⅠ・Ⅱ・Ⅲ」・「人間関係」の企画運営

  ☆連携教育、大学生インターンシップ企画運営

  ☆キャリア委員会の委員を兼務

  ☆人権教育の推進　

　　キャリア委員会
＜委　　員＞　キャリアセンター構成員、学校マネジメント委員会委員

＜職務内容＞

  ☆キャリアセンターが企画・立案したものを確認し、各部・年次に周知する

  ☆年次団及び各部の意見を反映させる

　　キャリアアドバイザリーボード
＜構　　成＞　スーパーバイザー　（大学・企業などから数名）

＜職務内容＞

  ☆キャリアセンターに対し,定期的にキャリア教育に関するアドバイスを行う

＜校務運営組織図＞ 
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６ 学事コンピュータシステム 

(1) 検討の視点 

① 情報セキュリティの確保 

学校で扱う情報は生徒個人の様々な情報が含まれており、情報セキュリティの確保のために、重要なデ

ータはすべてサーバで一元管理し、不正な利用や漏えいのリスクを軽減するシステムを構築する。 

② 教育活動の質の改善 

生徒指導に役立て、日々の教育活動の質を向上させるために、生徒の情報を各教員で共有することによ

り、新構想高校の目標の一つであるキャリア教育の充実と効率的な学校運営を構築する。 

③ 業務の効率化 

情報化により教員の事務作業の効率化を図る。特に開校後2年間は3校併置となり、施設設備を共用す

る中でそれぞれの学校が独自の教育活動を展開するので、それぞれの学校間や各教員間の情報の共有化や、

意見交換、迅速な情報伝達を確保するシステムを構築する。 

 

(2) 求められる機能 

① 学籍管理 
ａ 生徒の基本的な学事情報をデータベース化でき、他のすべての処理の基本となるシステム。 
ｂ 他の機能とのリンク。 
ｃ バックアップ及び更新・変更・削除等の容易さ。 

② 出欠管理 

ａ 迅速な生徒の所在確認。 
ｂ 出欠に伴う個々の指導記録の蓄積や教科担任と学級担任とのスムーズな連携。 
ｃ 入力者である教科担任に負担をかけない操作画面表示（ＧＵＩ）を用いること。 

  注）GUI：グラフィカルユーザーインターフェイス 

③ 成績処理 

ａ 成績登録や集計、一覧表等作成の転記ミス点検。 
ｂ 出欠集計における日々の出欠入力データからの移行。 
ｃ 教科、科目による成績集計方法の違いへの対応と、他のアプリケーションからの移行。 
ｄ 入力データのチェック。 

④ 帳票作成 

ａ 通知簿、調査書、成績一覧表、成績会議資料など各種帳票における基本データからの参照による作成。 
ｂ 内容が変化する帳票に対する管理や個人情報保護。 

⑤ 時間割管理 

ａ 時間割変更、科目の入れ替え、自習監督等への対応、出席簿への反映。 

⑥ 生徒情報、生徒検索 

ａ システムが持つ様々な情報（学年・クラス・部活動・資格取得・指導記録など）のセキュリティポリシー
に基づく検索、参照。 

⑦ グループウエア機能 

ａ 教員間の情報共有、施設・設備予約管理、各校、各教員のスケジュール管理。 

⑧ ハードウエアの導入 

ａ 一人１台の環境。 
ｂ 学事処理のＬＡＮのインターネットへの接続。 
ｃ 十分な容量を持つ電源の確保とサーバ室の空調の独立化。 

 
(3) その他 

① ３校併置期間の、各校の学事処理等を考慮したハードウエア、ソフトウエアの導入検討。 

② グループウエアと学事処理システムの一体化と、学校の実務のワーク・フローにそったインターフェイスを

持つ学事システムの導入検討。 
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